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１．委員の指摘及び提言概要 

福島第一の原子力事故における有害物大気拡散についての優れた検証研究であり、１F 事故のデ

ータセットの作成は重要な成果である。個々のモデルの精密化に対して緻密な研究・取り組みが行

われており、国際的連携を評価する。今後発生するかも知れない事態に備えて是非実施しておくべ

き研究で、期待された成果をあげたことも評価したい。しかし、事故後に新たなデータや情報が入

ってきた時にどうモデル予測を修正し対応するのかについては要検討事項であろう。また、非常時

にどのように準備するのがよいか実用化に向けたさらなる研究、非常事態対応における実用を容易

にするためのスキームの準備・主体や手順等の提示、一般市民にわかりやすい形での成果の提供な

ども期待する。 

 

２．採点結果 
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